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５
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
５
月
28
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

きし　根来　佐枝子　漢字とかなの
調和が良く自然体で、淡い墨が柔
らかさを出した。「道」で見せ場を
つくり、芸術性の髙い作品となった。
	 （審査評　東仲　遙邨）

【かな半紙】

初音　岡本　智子　柔らかなタッチ
の筆使いが巧み。前半は、ゆった
り行間をとり、後半では、見事に
行を寄せ流れるように絡ませた品
致高い作。	（審査評　中條　琳音）

【漢字半紙】

美沢　犬塚　美津子　春宵一刻を愉
しむが如く、潤渇肥痩大小長短等
緩急自在に織り込みながらも余白
明るく、人間性も感じさせる作。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
采
女
　熊
野
　素
心
　大
胆
且
つ
細
心
な
構
成
。
強
弱
あ
る
独
創
性
に
富
ん
だ
文
字
に
よ
っ
て
豊
か
な
趣
を

醸
し
出
し
、
明
る
く
存
在
感
あ
る
作
品
と
な
っ
た
。	

	

︵
審
査
評

　二
宮

　桂
秀
︶

【かな条幅】
清
和
　横
田
　清
香
　潤
渇
に
富
む
多
彩
な
線
が
音
を
奏
で
る
よ
う
に
紙
面
を
躍
動
。
筆
勢
豊
か
で
墨
色
は

温
和
。
魅
了
さ
れ
る
一
作
で
あ
る
。		

︵
審
査
評

　中
島

　永
岳
︶

【漢字条幅】
新
書
　小
柳
　浩
美
　一
文
字
一
文
字
の
線
の
太
細
の
変
化
が
、
懐
の
広
い
造
型
を
生
ん
で
い
る
。
そ
の
結

果
、
明
快
で
重
厚
な
味
わ
い
深
い
作
品
と
な
っ
た
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品漢字条幅・漢字半紙

　
　墨
香

　

  

五
月
女
恵
子

　
　平
泉

　

  

千
葉

　方
彩

　
　小
沼

　

  

大
塚

　恵
一

　
　三
条

　
  

小
阪

　幸
江

　
　佳
心

　

  

岩
城

　秀
子

　
　書
学

　

  

岡
田

　和
世

　
　洗
心

　

  

村
松

　永
好

　
　き
し

　

  

藤
本

　
　緑

　
　葵
実

　

  

宮
㟢

　慎
葉

　
　梧
星

　

  

髙
橋

　圭
子

　
　北

　

  

甫
木

　玲
子

　
　書
学

　

  

磯
上
真
知
子

　
　芳
水

　

  

柴
原
か
お
る

　
　若
葉

　

  

北
畠

　
　楓

　
　書
学

　

  

木
村
恵
美
子
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今月の優秀作品かな条幅・かな半紙

　
　香
心

　

  

勝
間
田
香
心

　
　書
学

　

  

古
川

　成
子

　
　永
岳

　

  

古
川

　久
子

　
　永
岳

　
  

石
井

　
　陽

　
　大
書

　

  

谷
田

　陽
香

　
　香
泉

　

  

橋
本

　香
泉

　
　九
書

　

  

石
橋

　栄
子

　
　伊
賀

　

  

藤
岡

　延
子

　
　游
山

　

  

牧
岡

　牧
子

　
　玉
堤

　

  

江
口

　綾
子

　
　松
林

　

  

柳
井

　美
凰

　
　書
学

　

  

加
藤

　詩
遥

　
　漣

　

  

坂
本
ま
り
子

　
　書
学

　
  

野
澤
喜
代
子

　
　紫
泉

　

  

谷
神

　幾
代
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今月の優秀作品 新和様条幅・新和様半紙

　
　西
宮

　

  

三
橋

　恵
子

　
　広
島

　

  

好
田

　萩
水

　
　書
学

　

  

酒
井

　葉
香

　
　水
茎

　

  

神
﨑

　利
佳

　
　九
書

　

  

石
橋

　栄
子

　
　も
も

　

  

服
部

　鮎
香

　
　永
岳

　

  

岡
部

　瑛
心

　
　上
井

　

  

福
田

　
　光

　
　游
山

　

  

牧
岡

　牧
子

　
　幸
丘

　

  

來
栖

　智
子

　
　シ
ョ

　

  

角
田

　幸
広

　
　洗
心

　

  

村
松

　永
好

　
　大
楠

　

  

岡
部

　康
子

　
　ゆ
め

　

  

馬
場
さ
お
り

　
　白
雪

　

  

荒
井

　和
馬
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今月の優秀作品 新和様条幅・新和様半紙
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宮

　

  

三
橋
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好
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酒
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橋
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服
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香
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岳

　

  

岡
部
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心

　
　上
井

　

  

福
田
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　游
山

　

  

牧
岡

　牧
子

　
　幸
丘

　

  

來
栖

　智
子

　
　シ
ョ

　

  

角
田

　幸
広

　
　洗
心

　

  

村
松

　永
好

　
　大
楠

　

  

岡
部

　康
子

　
　ゆ
め

　
  

馬
場
さ
お
り

　
　白
雪

　

  

荒
井

　和
馬
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今月の優秀作品 細 字

佐野　　千葉　悦子

ＯＩ　　高橋　英秀

書学　　棚田　恵子

書学　　細川　美帆

埼玉　　竹内　大貴

ＹＳ　　栁瀬佐代子
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今月の優秀作品篆 刻 ・ 実 用 書

規
定	

「
石
癖
」

　
　審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

随
意
「
樹
木
方
盛
」

書
学	

石
井
　孝
夫

巧
み
な
章
法
で
、
朱
白
が
違
和
感
な

く
調
和
し
た
朱
白
相
間
印
。
引
首
印

と
し
て
も
使
え
そ
う
な
実
用
的
な
一

顆
。

水
茎	

武
藤
美
栄
子

気
を
衒
わ
ず
に
素
直
に
布
字
さ
れ
た

章
法
が
安
定
感
を
生
ん
で
い
る
。
外

郭
の
変
化
も
趣
深
く
格
調
高
く
仕
上

が
っ
た
。

書
学 

髙
見

　敏
久

甲
骨
文
の
強
靭
な
線
質
と
強
弱
が
奥

行
き
を
生
ん
で
い
る
。
封
泥
風
の
外

郭
は
時
代
を
異
に
す
る
が
、
全
体
の

調
和
が
良
く
楽
し
め
る
作
。

水
茎 

山
下

　啓
子

筆
意
あ
る
線
が
落
ち
着
い
た
趣
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
撰
文
も
巧
み
で
印
面

の
疎
密
に
変
化
が
あ
る
。
丁
寧
な
鈐

印
を
心
掛
け
れ
ば
更
に
魅
力
が
増
す

で
あ
ろ
う
。
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今月の優秀作品 細 字

佐野　　千葉　悦子

ＯＩ　　高橋　英秀

書学　　棚田　恵子

書学　　細川　美帆

埼玉　　竹内　大貴

ＹＳ　　栁瀬佐代子
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今月の優秀作品審査評 一 字 書一 字 書

規
定
（
纓
）⃝

書
体
は
草
行
体
が
大
部
分
。
各
体
に
及
ぶ
。

⃝

押
印
位
置
と
印
の
大
き
さ
研
究
要
す
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

随
意
（
き
）⃝

「
幾
」
漢
字
調
、「

　

		

」
か
な
調
が
多
数
。「
き
」
平
が
な
健
闘
す
る
。

⃝

起
、
支
、
喜
は
課
題
違
い
と
な
り
ま
す
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

平
泉
　千
葉
　方
彩
　「幾
」
は
草
書
体

で
羊
毫
筆
の
特
性
を
生
か
し
、
多
様
な

線
の
表
情
を
展
開
し
、
書
線
と
余
白
が

絡
み
合
っ
て
味
わ
い
あ
る
作
。

コ
文
　矢
川
　浩
子
　前
者
同
様
の
書

体
を
表
現
し
た
。
自
然
体
で
筆
路
の
呼

吸
が
明
快
な
運
筆
は
、
渇
筆
を
引
き
立

て
風
韻
を
感
じ
る
。

玉
藻
　竹
野
内
華
城
　大
胆
な
三
画
目

縦
直
線
は
、
筆
の
開
き
と
渇
筆
の
妙
に

運
筆
の
強
弱
の
変
化
で
造
型
美
を
際
立

た
せ
た
。
押
印
の
位
置
と
印
の
大
き
さ

に
一
考
要
す
。

仙
水
　天
艸
久
美
子
　四
画
に
表
す
線

の
太
細
、
長
短
の
方
向
の
表
現
変
化
は

多
様
。
墨
色
も
美
し
く
性
情
や
気
品
を

髙
め
る
字
形
と
な
る
。

水
茎
　鶴
渕
　雅
子
　青
墨
を
淡
墨
に
考
案

し
、
少
し
沈
ん
だ
墨
色
は
、
字
形
と
紙
と

が
渾
然
と
し
て
見
事
で
あ
る
。
含
墨
量
の

調
整
で
濃
淡
潤
渇
の
変
化
に
成
功
し
た
作
。

　

書
学
　木
村
　香
織
　甲
骨
文
字
を
源
流
と

し
た
造
型
表
現
だ
が
、
弾
力
と
切
れ
味
あ

る
筆
力
を
望
み
た
い
。
紙
面
余
白
美
は
良

好
で
あ
る
。
字
形
に
は
疎
密
の
変
化
を
期

待
し
た
い
。

大
阪
　森
口
　幸
枝
　墨
を
吸
い
取
ら
な
い

用
紙
に
、
淡
墨
の
変
化
の
表
情
は
や
ゝ
汚

い
が
、
綺
麗
に
見
せ
る
所
が
面
白
い
。
長

鋒
の
筆
捌
き
の
基
盤
表
現
は
よ
い
展
開
で

あ
る
。

櫻
水
　滝
沢
　石
楠
　造
型
を
中
央
に
置

き
、
筆
勢
気
分
豪
快
で
一
気
呵
成
の
運
筆

は
喉
越
し
爽
や
か
だ
。
墨
色
が
汚
い
の

と
、
造
型
を
読
解
す
る
こ
と
が
難
題
で
気

掛
か
り
で
あ
る
。


